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巻
頭
言

平
成
二
十
七
年
を

振
り
返
っ
て

会
長

菅
井

茂

平
成
二
十

八
年
は
穏
や

か
な
天
気
で

明
け
、
暖
冬

と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
元

朝
参
り
や
仙
台
の
初
売
り
に
は
多

く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

特
に
初
売
り
で
は
昨
年
十
二
月
六

日
に
開
通
し
た
地
下
鉄
東
西
線
の

利
用
客
が
多
か
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
仙
台
の
経
済
は
元
気

づ
く
と
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、

四
日
か
ら
の
株
式
市
場
は
世
界
中

で
株
価
の
暴
落
が
続
き
、
今
年
の

世
界
及
び
日
本
経
済
の
動
向
が
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
私
に
と
っ
て
大

き
な
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
同
窓
会
総
会
で
す
。

総
会
に
は
歴
代
校
長
先
生
方
や
恩

師
の
先
生
方
を
は
じ
め
百
名
を
超

す
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
蔭
で
盛
大
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
し
、
皆
さ
ん
と
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
こ
と
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
菊
池
敏
夫
先
輩
（
三

回
生
）
に
は
総
会
の
一
部
始
終
を

ビ
デ
オ
撮
影
し
Ｃ
Ｄ
に
ま
と
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
恩
師

の
先
生
方
に
お
送
り
し
た
と
こ
ろ

先
生
方
か
ら
も
感
謝
の
言
葉
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
改
め
て
菊
池
先
輩
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
総
会
で
は
私
が
会
長
を

も
う
一
期
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
ま
た
「
平
成
二
十
九
年

の
総
会
は
、
新
制
七
十
周
年
記
念

総
会
と
し
、
記
念
事
業
を
実
施
す

る
」
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
同
窓
会
は
中
学
校
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
一
緒
に
七
十
周
年
に
向

け
て
記
念
事
業
や
記
念
式
典
等
を

計
画
立
案
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

二
つ
目
は
、
今
回
初
め
て
八
軒

中
学
校
の
全
生
徒
・
教
職
員
が
参

加
し
た
「
八
軒
中
学
校
区
総
合
防

災
訓
練
」
を
実
施
し
た
こ
と
で
す
。

十
月
三
十
一
日
（
土
）
午
前
八
時

発
災
と
い
う
想
定
の
下
で
、
八
軒

中
学
校
の
生
徒
と
教
職
員
全
て
が

「
南
材
小
学
校
」
と
「
若
林
小
学

校
」
、
「
古
城
小
学
校
」
の
三
避
難

所
に
分
か
れ
て
、
生
徒
た
ち
が
住

ん
で
い
る
地
区
の
南
材
地
区
・
若

林
地
区
・
古
城
地
区
の
総
合
防
災

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
防

災
訓
練
に
は
南
材
・
若
林
・
古
城

各
小
学
校
の
全
児
童
・
教
職
員
も

参
加
し
た
の
で
大
規
模
な
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。

八
軒
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
避

難
所
の
設
営
か
ら
運
営
ま
で
携
わ

り
更
に
は
各
種
訓
練
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
が

将
来
ど
こ
で
災
害
に
遭
う
か
分
か

ら
な
い
が
、
い
ざ
と
い
う
時
そ
の

い
る
場
所
で
災
害
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
と
の
目
的
で
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模

な
訓
練
は
仙
台
市
内
で
は
初
め
て

の
訓
練
で
今
後
各
中
学
校
区
で
も

検
討
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
同
窓
会
庶
務
次
長

の
木
幡
淳
一
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た

こ
と
で
す
。
誠
実
で
責
任
感
の
強

い
、
実
直
な
彼
が
、
十
一
月
突
然

黄
泉
の
国
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

癌
の
発
見
が
遅
く
見
つ
か
っ
た
時

に
は
時
す
で
に
お
そ
し
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

ご
活
躍
し
て
い
た
だ
く
人
物
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
大
切
な
人
材
を

失
い
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
同

窓
会
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
で

す
。平

成
二
十
七
年
は
こ
の
よ
う
に

大
き
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
っ
て
歩
み

始
め
た
年
で
あ
り
、
平
成
二
十
八

年
は
そ
の
歩
み
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
て
い
く
年
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

八軒つうしん

10 月 31 日の総合防災訓練
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飯沼恒一副会長、福島一恵監事を

新たに選出

八軒中学校合唱部による特別演奏

平
成
二
十
七
年
度
同
窓
会
総
会

す
べ
て
の
議
案
を
承
認

平
成
二
十
七
年
七
月
十
一
日
、
メ

ル
パ
ル
ク
仙
台
に
お
い
て
、
八
軒
中

同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
母
校
で
あ
る
八
軒

中
学
校
か
ら
、
米
澤
通
徳
校
長
先
生
、

菅
野
勝
紀
教
頭
先
生
、
同
窓
会
担
当

の
渡
邉
貴
之
先
生
、
菅
原
徹
先
生
、

加
藤
真
由
美
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
出
席
さ

れ
た
ほ
か
、
小
松
尚
哉
前
校
長
先
生
、

平
定
明
第
十
一
代
校
長
先
生
、
か
つ

て
在
職
さ
れ
た
菅
原
昭
二
先
生
、
笠

原
武
文
先
生
、
布
施
利
雄
先
生
、
さ

ら
に
荒
井
浩
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
も
お

い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
直
野
ま
り
事
務
局
員

の
司
会
に
よ
り
進
行
し
ま
し
た
。

菅
井
茂
会
長
、
米
澤
校
長
先
生
の

ご
挨
拶
に
続
き
、
八
軒
中
同
窓
会
に

多
大
な
ご
芳
志
を
い
た
だ
い
た
団
体

の
代
表
を
務
め
て
お
ら
れ
た
旅
立
神

社
宮
司
の
荒
井
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
恩

師
の
ご
紹
介
の
後
、
菅
井
会
長
が
議

長
と
な
っ
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
と
し
て
、
安
達
事
務
局
長
か
ら

活
動
報
告
、
遠
藤
恭
郎
会
計
次
長
か

ら
会
計
決
算
報
告
、
今
野
喜
郎
監
事

か
ら
監
査
報
告
、
佐
藤
徳
子
副
会
長

か
ら
「
私
の
八
軒
時
代
」
編
纂
委
員

会
報
告
、
永
田
淳
子
広
報
次
長
か
ら

同
窓
会
会
報
「
八
軒
つ
う
し
ん
」
発

行
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
と
し
て
、
安
達
事
務
局
長
か

ら
活
動
計
画
、
遠
藤
会
計
次
長
か
ら

会
計
予
算
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、

い
ず
れ
も
多
数
の
拍
手
に
よ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
遠
藤
会
計

次
長
（
役
員
推
薦
委
員
長
）
か
ら
、

次
期
役
員
に
つ
い
て
役
員
推
薦
委
員

会
で
の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
、
こ

れ
を
受
け
て
菅
井
会
長
を
始
め
と
し

た
新
し
い
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
に
引
き
続
き
、
同
窓

会
財
政
強
化
の
た
め
個
人
及
び
団
体

（
同
期
会
等
）
に
協
力
金
の
呼
び
か

け
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
遠
藤
会

計
次
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

旧
友
、
恩
師
と
の
再
会
を

喜
び
合
っ
て

第
二
部
は
、
大
沼
由
依
先
生
率
い

る
八
軒
中
学
校
合
唱
部
三
十
名
に
よ

る
特
別
演
奏
で
し
た
。
し
ば
し
若
い

歌
声
に
耳
を
傾
け
、
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
当
番
学
年
で
あ
る

第
二
十
二
回
生
の
鈴
木
良
子
さ
ん
、

菅
原
隆
さ
ん
と
第
二
十
三
回
生
の
徳

田
実
さ
ん
、
堀
籠
京
子
さ
ん
が
司
会

を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
第
三
部
。
菅
井

会
長
の
開
会
の
言
葉
、
平
定
明
第
十

一
代
校
長
先
生
の
祝
辞
の
後
、
旧
制

第
八
回
生
の
遠
藤
榮
相
談
役
の
音
頭

で
乾
杯
し
、
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
第
十
二
回
生
の
八
谷
和
子

さ
ん
の
祝
舞
が
披
露
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
現
役
生
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る

中
、
旧
友
、
恩
師
と
の
再
会
を
喜
び

合
う
姿
が
、
そ
こ
か
し
こ
で
見
ら
れ

ま
し
た
。

ア
ッ
と
い
う
間
に
二
時
間
が
過
ぎ
、

校
歌
を
斉
唱
し
た
後
は
、
飯
沼
恒
一

副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
に
続
い
て
恒

例
の
遠
藤
会
計
次
長
の
エ
ー
ル
、
更

に
第
四
十
三
回
生
の
佐
藤
栄
徳
さ
ん

も
エ
ー
ル
を
行
い
、
盛
り
上
が
っ
て

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
で
百
十
名
の
出
席
が
あ
り
ま

し
た
。
二
年
後
に
は
、
母
校
・
八
軒

中
学
校
が
新
制
七
十
周
年
・
創
立
八

十
二
周
年
を
迎
え
ま
す
。
同
窓
会
と

し
て
も
、
活
動
へ
の
参
加
者
の
裾
野

を
広
げ
、
当
番
学
年
や
若
い
世
代
の

協
力
を
得
て
、
盛
大
に
お
祝
い
し
た

い
も
の
で
す
。
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平成 9 年 10 月 17日に行われた新制 50 周年・

創立 62 周年記念式典

新
制
七
十
周
年
に
向
け
て

七
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
に
つ
い
て

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校

新
制
七
十
周
年

（
創
立
八
十
二
周
年
）

記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長

菅
井

茂

平
成
二
十
七
年
の
総
会
で
「
平
成

二
十
九
年
に
八
軒
中
学
校
は
新
制
七

十
周
年
・
創
立
八
十
二
周
年
を
迎
え

ま
す
。
五
十
周
年
記
念
式
典
か
ら
二

十
年
近
く
た
ち
ま
す
し
、
百
周
年
ま

で
は
私
は
生
き
ら
れ
そ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
平
成
二
十
九
年
の
総
会

は
七
十
周
年
記
念
の
総
会
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
お
話
し
し
、

皆
様
の
ご
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
そ
の
後
の
動
向
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

九
月
十
五
日
、
八
軒
中
学
校
の
校

長
室
で
米
澤
校
長
・
加
藤
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
と
話
し
合
い
を
持
ち
、
「
記
念
式

典
」
並
び
に
「
記
念
事
業
」
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
実
行

委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
第
一
回
実
行
委
員
会
を
一
月

二
十
一
日
に
八
軒
中
学
校
で
開
催
し
、

実
行
委
員
長
に
同
窓
会
会
長
、
副
委

員
長
に
飯
沼
・
佐
藤
同
窓
会
副
会
長

と
加
藤
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
事
務
局
長
に

菅
野
教
頭
が
就
き
、
米
澤
校
長
が
参

与
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
も
総
務

部
・
式
典
部
・
祝
賀
会
部
・
記
念
誌

編
集
部
・
会
計
部
と
監
査
部
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
学
校
側
と
同
窓
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
が
就
き
活
動
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
を
平
成
二
十
九

年
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
・
木
）
午

前
十
時
か
ら
八
軒
中
学
校
体
育
館
で
、

祝
賀
会
を
同
日
午
後
三
時
か
ら
会
場

を
移
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
実
行
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
予
算
の
面
で
は
、
同
窓
会
基

金
を
も
と
に
協
賛
金
や
広
告
料
等
を

多
く
の
方
に
募
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
は
是
非
ご
協
賛
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
し
い
仲
間

平
成
二
十
六
年
度
（
第
六
十
八
回
）

八
軒
中
同
窓
会
入
会
式
は
、
平
成
二

十
七
年
三
月
六
日
に
行
わ
れ
、
男
子

六
十
五
名
、
女
子
八
十
八
名
の
計
百

五
十
三
名
が
、
新
た
に
同
窓
生
と
な

り
ま
し
た
。

当
日
は
、
先
輩
と
し
て
第
十
五
回

生
の
和
田
裕
一
さ
ん
（
宮
城
県
産
婦

人
科
医
会
会
長
）
か
ら
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
大
切
で
あ
り
、
人
生

に
ム
ダ
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
「
餞

の
こ
と
ば
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
期
が
集
え
ば
（
一
）

第
十
三
回
生
（
昭
和
三
十
五
年
卒
）

平
成
二
十
六
年
は
古
稀
の
年
。
九

月
に
秋
保
温
泉
「
岩
沼
屋
」
に
一
泊

二
日
で
七
十
九
名
、
大
勢
の
参
加
で

大
盛
況
。
昨
年
二
十
七
年
は
同
窓
会

総
会
後
に
仙
台
駅
東
口
の
「
天
海
ハ

マ
市
場
」
に
て
二
十
一
名
参
加
の
懇

親
会
。
何
か
に
つ
け
て
集
ま
り
、
大

い
に
飲
み
食
い
、
ダ
ベ
リ
ン
グ
。
今

年
二
十
八
年
は
高
齢
者
が
冬
眠
か
ら

目
覚
め
る
桜
満
開
の
四
月
に
河
原
町

の
「
つ
き
だ
て
や
」
に
て
懇
親
会
を

企
画
中
。
固
い
絆
の
爺
・
婆
の
十
三

回
生
で
す
。 

 

（
庄
司

茂
雄
）

3 年 2 組では、10月 22 日、担任だった菅原昭二

先生の米寿を祝う会を有志で行いました。
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仙台真田家第 14代

当主の雄姿

同
期
が
集
え
ば
（
二
）

第
十
五
回
生
（
昭
和
三
十
七
年
卒
）

今
年
の
三
月
十
一
日
で
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
五
年
に
な
り
ま
す
。
多

か
れ
少
な
か
れ
影
響
を
受
け
今
の
生

活
が
あ
り
ま
す
。
八
軒
中
の
合
唱
団

も
そ
ん
な
中
で
、
避
難
さ
れ
た
人
々

を
励
ま
し
、
協
力
し
て
過
ご
し
、
大

き
な
経
験
を
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

さ
て
、
平
成
二
十
七
年
五
月
十
六

日
、
同
期
会
を
ま
ず
中
学
校
見
学
と

い
う
こ
と
で
学
校
に
集
合
し
、
教
頭

先
生
の
案
内
で
校
舎
、
屋
上
の
プ
ー

ル
ま
で
見
せ
て
い
た
だ
き
、
昔
の
教

室
の
雰
囲
気
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
「
つ
き
だ
て
や
」
に
て
二
十

四
名
の
出
席
、
北
海
道
、
東
京
方
面

か
ら
の
参
加
、
仙
台
市
内
か
ら
も
初

参
加
の
人
達
と
話
に
花
が
咲
き
、
旧

交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ご
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
た
後
、

皆
様
と
校
歌
を
歌
い
、
再
会
を
約
束

し
な
が
ら
散
会
致
し
ま
し
た
。

十
五
回
生
の
同
期
会
も
、
村
井
さ

ん
、
豆
田
さ
ん
が
力
と
な
り
、
参
加

者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
有

志
で
ミ
ニ
集
会
を
し
て
、
歌
あ
り
演

奏
あ
り
と
、
と
て
も
楽
し
い
会
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
飯
沼

副
会
長
さ
ん
の
も
と
、
古
希
の
祝
い

に
向
か
っ
て
出
来
る
限
り
多
く
の
同

期
生
と
会
え
ま
す
様
、
協
力
し
て
会

を
盛
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
一
つ
悲
し
い
ご
報
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
十
五

回
生
の
ま
と
め
役
と
し
て
中
学
時
代

に
は
生
徒
会
長
を
務
め
ら
れ
、
昨
年

ま
で
同
窓
会
の
役
員
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
た
木
幡
淳
一
さ
ん
が
平
成

二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
に
ご
病

気
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
五
月

十
六
日
の
同
期
会
で
は
と
て
も
お
元

気
で
、
皆
さ
ん
と
楽
し
く
お
話
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
未
だ
に
信
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

（
富
沢

恵
子
）

第
十
七
回
生
（
昭
和
三
十
九
年
卒
）

仙
台
真
田
家
第
十
四
代
当
主
真
田

徹
氏
と
「
た
い
こ
茶
屋
」
名
物
！
ガ
ッ

ツ
お
じ
さ
ん
嵯
峨
完
氏
を
お
迎
え
し

て
、
平
成
二
十
七
年
十
月
三
日
（
土
）

遠
刈
田
温
泉
・
旅
館
源
兵
衛
を
会
場

に
し
て
、
四
ッ
葉
三
九
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
会
員
三
十
名
、
恩
師
は

笠
原
先
生
で
し
た
。
伊
藤
文
雄
事
務

局
長
が
進
行
役
と
な
り
、
小
野
寺
幹

雄
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
に
因
ん

で
仙
台
真
田
家
の
知
行
地
で
あ
っ
た

蔵
王
町
で
旧
交
を
温
め
る
こ
と
と
な

り
、
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
仙
台
真
田
家
ゆ
か
り
の

史
跡
を
ご
当
主
に
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

「
た
い
こ
茶
屋
」
の
ガ
ッ
ツ
お
じ

さ
ん
嵯
峨
氏
は
、
被
災
地
を
訪
問
し

て
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
宮
城
県
や
福
島
県
な
ど

今
ま
で
二
十
回
以
上
を
数
え
ま
す
。

ま
た
、
週
一
回
朝
七
時
半
か
ら
浅
草

橋
駅
前
に
立
っ
て
、「
今
日
も
元
気
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
お
一
人
お

一
人
に
「
ガ
ッ
ツ
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

我
々
四
ッ
葉
三
九
会
一
同
、
真
田

丸
と
ガ
ッ
ツ
お
じ
さ
ん
を
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
と
を
約
束
し
て
散
会
し
ま

し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
に
も
応
援
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
安
達

和
則
）

亡くなられた木幡さんの笑顔も見えます

ガッツおじさん

浅草駅前にて
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第
十
八
回
生
（
昭
和
四
十
年
卒
）

き
っ
か
け
は
二
〇
〇
六
年
六
名
位

で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

だ
事
に
始
ま
り
、
南
材
小
、
八
軒
中

の
同
期
生
に
呼
び
掛
け
て
年
三
回
コ

ン
ペ
を
す
る
事
に
な
り
、
第
一
回
は

二
〇
〇
七
年
十
一
月
に
マ
グ
ノ
リ
ア

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
九
名
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ゴ
ル
フ
参
加
者
以
外
に

も
声
を
か
け
て
、
夏
は
納
涼
会
、
冬

は
忘
年
会
を
開
催
し
登
録
メ
ン
バ
ー

は
七
十
名
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
五
年
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

四
月
五
日

「
ゴ
ル
フ
」

マ
グ
ノ
リ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

十
七
名
参
加

七
月
五
日

「
ゴ
ル
フ
」

マ
グ
ノ
リ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

 
 

 

十
七
名
参
加

八
月
二
十
九
日

「
納
涼
会
」

伊
達
の
牛
タ
ン

 
 

 

三
十
二
名
参
加

十
月
二
十
五
日

「
ゴ
ル
フ
」

マ
グ
ノ
リ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

十
八
名
参
加

十
一
月
二
七
日

「
忘
年
会
」

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ト

十
八
名
参
加

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
こ
れ
ま
で
二
十

四
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
ま

で
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
ひ
と

え
に
総
括
幹
事
の
直
野
ま
り
さ
ん
の

お
蔭
で
す
。
又
、
初
回
か
ら
の
成
績

を
記
録
し
て
い
る
小
室
秀
一
君
の
努

力
も
会
の
運
営
に
欠
か
せ
な
い
所
で

す
。今

後
と
も
出
来
る
だ
け
多
く
の
同

期
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
声
掛
け
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。（

高
橋

雅
樹
）

第
二
十
二
回
生
（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

我
々
第
二
十
二
回
生
は
、
東
京
で

時
々
集
う
飲
み
仲
間
の
「
同
期
に
会

い
た
い
」
と
い
う
強
い
想
い
か
ら
、

還
暦
目
前
の
平
成
二
十
五
年
四
月
、

卒
業
以
来
最
初
の
同
期
親
睦
会
を
開

催
し
、
更
に
二
年
七
カ
月
が
経
過
し

た
昨
年
十
一
月
二
十
一
日
、「
パ
レ
ス

へ
い
あ
ん
」
に
於
い
て
第
二
回
目
を

開
催
、
前
回
比
一
・
五
倍
の
六
十
名

が
集
い
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
あ

い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
回
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
櫻

井
実
君
を
始
め
と
す
る
首
都
圏
幹
事

七
名
に
、
高
久
俊
一
君
他
仙
台
在
住

の
六
名
を
加
え
た
総
勢
十
四
名
の
幹

事
団
で
、
組
織
的
な
消
息
確
認
を

行
っ
た
結
果
、
百
二
十
三
名
の
消
息

判
明
と
六
十
名
の
参
加
に
繋
が
り
ま

し
た
。
特
に
、
仙
台
在
住
幹
事
の
粘

り
強
い
確
認
行
動
は
大
変
効
果
的
で

あ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
当
時
我
が

学
年
は
九
ク
ラ
ス
、
約
四
百
名
だ
っ

た
の
で
、
判
明
率
は
三
十
％
に
す
ぎ

ま
せ
ん
が
、
幹
事
の
も
と
に
は
、「
よ

く
ぞ
私
を
探
し
て
く
れ
ま
し
た
」
、

「
み
ん
な
に
会
う
の
が
怖
い
気
も
し

ま
す
が
、
勇
気
を
奮
っ
て
参
加
し
ま

す
」
な
ど
、
多
く
の
返
信
が
寄
せ
ら

れ
、
幹
事
と
し
て
涙
が
溢
れ
る
想
い

で
し
た
。

当
日
は
四
十
七
年
振
り
の
再
会
と

な
っ
た
仲
間
も
多
く
、
写
真
撮
影
、

握
手
・
ハ
グ
や
「
変
わ
っ
て
な
い
ね
！

「
え
～
っ
！
○
○
く
ん
？
！
」
と
会

話
が
盛
り
上
が
る
姿
が
、
会
場
の
あ

ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
生

き
て
き
た
訳
で
す
が
、
十
五
歳
ま
で

の
多
感
な
時
代
を
共
有
し
、
学
校
の

み
な
ら
ず
、
地
域
や
家
族
に
も
根
付

い
た
仲
間
だ
か
ら
こ
そ
、
会
い
た
さ

が
募
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
言
う
間
で

し
た
が
、
そ
の
後
の
二
次
会
に
も
五

十
名
超
が
参
加
し
、
ワ
イ
ガ
ヤ
は
夜

遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。
後
日
談
で

す
が
、
「
（
参
加
し
て
よ
か
っ
た
！
）

ま
る
で
カ
ー
ニ
バ
ル
の
よ
う
な
夜

だ
っ
た
」
と
当
時
の
生
徒
会
長
が
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
在
仙
の
仲
間
達

が
主
幹
事
と
な
り
、
三
年
以
内
の
三

回
目
開
催
を
約
束
し
、
集
っ
て
く
れ

た
同
期
生
に
感
謝
し
な
が
ら
、
第
二

回
目
親
睦
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
針
生

貞
裕
）まるでカーニバルのような夜でした
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平成 27 年度着任式

ご
あ
い
さ
つ

 
 

八
軒
愛

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校

教
頭

菅
野

勝
紀

昨

年

の

四

月
に
気
仙
沼

市
立
大
島
中

学
校
か
ら
八

軒
中
学
校
に

赴
任
し
て
以

来
、
同
窓
会
員

の
皆
様
の
母

校
八
軒
中
へ
の
愛
情
を
ず
っ
と
感
じ

続
け
て
き
ま
し
た
。

思
い
起
こ
す
と
、
八
軒
中
学
校
に

赴
任
し
て
最
初
に
出
会
っ
た
地
域
の

方
が
同
窓
会
長
の
菅
井
茂
先
生
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
同
窓
会

総
会
準
備
会
の
資
料
作
成
で
来
校
し

た
佐
藤
副
会
長
、
安
達
事
務
局
長
ほ

か
同
窓
会
役
員
の
方
々
に
初
め
て
お

目
に
か
か
り
ま
し
た
。
八
軒
中
に
来

た
ば
か
り
で
、
学
校
の
こ
と
も
学
区

の
こ
と
も
よ
く
分
か
ら
な
い
私
に
、

菅
井
会
長
は
じ
め
同
窓
会
役
員
の

方
々
は
八
軒
中
学
校
の
歴
史
や
伝
統
、

学
区
の
特
長
な
ど
を
親
切
に
丁
寧
に

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
区
に

あ
る
老
舗
も
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
役
員
の
方
か
ら
お

裾
分
け
し
て
い
た
だ
い
た
つ
ぼ
や
さ

ん
の
お
菓
子
が
大
変
美
味
だ
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
校
で
少
し
落
ち
着
い
た

四
月
中
旬
、
第
十
五
回
生
代
表
の
飯

沼
恒
一
さ
ん
か
ら
学
校
見
学
に
つ
い

て
連
絡
を
い
た
だ
き
、
五
月
十
六
日

に
第
十
五
回
生
十
七
名
の
方
々
に
校

舎
を
案
内
し
ま
し
た
。
校
長
室
で
歴

代
校
長
の
写
真
を
懐
か
し
そ
う
に
眺

め
る
表
情
や
、
教
室
の
机
に
座
っ
て

中
学
生
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
生
き

生
き
と
語
る
姿
か
ら
た
く
さ
ん
の
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
役
員
の
方
々
の
会
合
や
同

窓
会
総
会
準
備
会
、
そ
し
て
七
月
十

一
日
の
同
窓
会
総
会
と
同
窓
生
の

方
々
と
御
一
緒
す
る
度
に
、
こ
れ
ほ

ど
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
こ
れ
ほ
ど
盛

ん
に
交
流
し
て
い
る
八
軒
中
同
窓
会

を
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
卒
業

生
に
愛
さ
れ
、
応
援
さ
れ
て
い
る
八

軒
中
が
と
て
も
誇
ら
し
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

 
 

十
月
三
十
一
日
に
は
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
八
軒
中
学
校
区
総
合
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
八
軒

中
学
校
の
全
生
徒
が
南
材
小
学
校
、

若
林
小
学
校
、
古
城
小
学
校
の
各
会

場
に
分
か
れ
、
八
軒
中
同
窓
生
を
多

数
含
む
地
域
の
方
々
と
の
絆
を
感
じ

な
が
ら
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し

て
主
体
的
に
避
難
所
運
営
に
関
わ
り

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
地
域
の
方
々

に
た
く
さ
ん
褒
め
て
い
た
だ
き
、
充

実
感
を
持
っ
て
活
動
を
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
か
ら
見
れ
ば
ま
だ
ま

だ
足
り
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
応
援
し
て
く
れ
る
た
く
さ

ん
の
同
窓
生
の
方
々
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
職
員
一
同
「
人
と
の

関
わ
り
を
大
切
に
す
る
八
軒
生
」
を

精
一
杯
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
母

校
八
軒
中
学
校
に
変
わ
ら
ぬ
お
力
添

え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
一
）

《
運
動
部
》

第
六
十
四
回

仙
台
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

①

剣
道

男
子

団
体 

 
 
 

 
 

 

一
位

 
 

 

個
人 

 
 
 

 
 

 

二
位

②

サ
ッ
カ
ー

男
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
位

③

新
体
操

女
子

団
体 

 
 
 

 
 

 

六
位

④

水
泳

男
子

三
年
百
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

八
位

 
 

 

三
年
二
百
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

七
位

⑤

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子

個
人 

 
 
 

 
 

 

五
位

女
子

団
体 

 
 
 

 
 

 

三
位

個
人

 
 

 
 

 
 

二
位
、
三
位
、
五
位
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陸上カーニバル（5月 29日）

⑥

卓
球

女
子

個
人 

 
 
 

 
 

 

一
位

⑦

陸
上

男
子

砲
丸
投
げ 

 
 

 
 

三
位

三
年
百
Ｍ 

 
 

 

七
位

女
子

二
年
百
Ｍ 

 
 

 
 

三
位

第
六
十
四
回

宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

①

新
体
操

女
子

団
体 

 
 
 

 
 

 
六
位

②

陸
上

男
子

砲
丸
投
げ 

 
 

 
 

四
位

女
子

二
年
百
Ｍ 

 
 

 
 

六
位

仙
台
市
中
学
校
特
別
支
援
卓
球
大
会

三
年
男
子
Ｂ
四
ブ
ロ
ッ
ク

三
位

第
十
回
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
杯

サ
ッ
カ
ー

男
子 

 
 

 
 

二
位

《
文
化
部
》

①

吹
奏
楽

・
第
三
十
回
宮
城
県
管
打
楽
器

ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

 
 

銀
賞

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
五
十
八
回
宮
城
県
大
会
予
選

仙
台
太
白
・
宮
城
野
・
若
林
地
区

大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

金
賞

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
五
十
八
回
宮
城
県
大
会

金
賞

・
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
第
四
十
九
回
宮
城
県
大
会
予
選

仙
台
若
林
地
区
大
会

金
管
五
重
奏

 
 

 
 

金
賞

管
打
楽
器
七
重
奏 

 
 

銀
賞

②

合
唱

・
第
八
十
二
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

宮
城
県
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

銅
賞

・
第
六
十
七
回
全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル

宮
城
県
大
会 

 
銅
賞

《
そ
の
他
》

・
仙
台
市
小
中
学
校
児
童
生
徒

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

仙
台
市
教
育
委
員
会
賞

・
第
五
十
四
回
宮
城
県
造
形
教
育

作
品
展 

 
 

 
 
 

 
 

特
選

・
仙
台
市
中
学
校
社
会
科

地
図
作
品
展

高
度
分
布
図 

 
 
 

 

銅
賞

土
地
利
用
部
門 

 
 

 

銀
賞

・
第
八
十
三
回
全
国
書
画
展
覧
会

書
の
部

毛
筆

 
 

 

特
選
、
金
賞
、
銀
賞

・
私
た
ち
の
作
品
展

特
別
支
援 

 
 

 
 

 

優
秀
賞

《
主
な
学
校
行
事
》

・
入
学
式 

 
 

 
 

 

四
月
九
日

・
三
年
生

修
学
旅
行

東
京
・
横
浜
・
千
葉

 
 

五
月
十
四
日
～
十
六
日

・
一
年
生

校
外
学
習

平
泉

 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
十
五
日

・
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

五
月
二
十
九
日

・
校
内
合
唱
祭 

 
 

 

七
月
八
日

・
文
化
発
表
会

 
 

 

九
月
五
日

・
二
年
生

職
場
体
験
活
動

 
 

 
 

十
月
二
十
～
二
十
二
日

・
八
軒
中
学
校
区
総
合
防
災
訓
練

 
 

 
 

 
 

 
 

十
月
三
十
一
日

・
二
年
生

校
外
学
習

山
形

 
 

 
 

 
 

 
 
 

十
一
月
六
日

・
児
童
生
徒
に
よ
る
故
郷
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
月
十
一
日

・
同
窓
会
入
会
式

 
 

三
月
十
日

・
卒
業
式 

 
 

 
 

三
月
十
二
日

※

写
真
は
八
軒
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
転
用
し
ま
し
た
。

故郷復興プロジェクト（11 月 11 日）

校内合唱祭（7月 8日）
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こちらは 1月 18 日に行われた

除雪作業の様子

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
二
）

善
行
篤
行
児
童
生
徒

と
し
て
表
彰

平
成
二
十
七
年

九
月
十
二
日
、
八

軒
中
学
校
の
一
年

生
二
名
は
、
保
護

者
と
と
も
に
車
で

南
材
木
町
小
学
校

近
く
の
美
容
室
へ
行
き
ま
し
た
が
、

予
約
の
時
間
よ
り
早
く
着
い
た
た
め

駐
車
場
で
待
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
保
護
者
が
小
学
校
の

南
門
前
に
男
性
が
倒
れ
て
い
る
こ
と

に
気
が
付
い
た
の
で
、
二
名
の
生
徒

は
現
場
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
す
る

と
、
七
十
歳
く
ら
い
の
男
性
が
頭
か

ら
多
量
の
血
を
流
し
て
倒
れ
て
お
り
、

頭
蓋
骨
の
陥
没
骨
折
が
疑
わ
れ
る
よ

う
な
状
態
で
し
た
。

そ
こ
で
、
一
名
の
生
徒
は
、
車
に

あ
っ
た
タ
オ
ル
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
を
持
っ
て
き
て
、
男
性
の
頭
部

に
当
て
て
止
血
の
応
急
処
置
を
行
い
、

も
う
一
名
の
生
徒
は
、
近
く
に
あ
る

仙
台
市
若
林
消
防
署
河
原
町
分
署
に

走
り
、
救
急
隊
員
に
事
情
を
説
明
し

ま
し
た
。
す
ぐ
に
救
急
車
が
出
動
し
、

男
性
は
病
院
へ
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
名
の
行
動
に
対
し
、
平
成

二
十
八
年
一
月
二
十
日
、
一
般
財
団

法
人
宮
城
教
育
振
興
会
理
事
長
か
ら

善
行
篤
行
児
童
生
徒
と
し
て
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 
 

除
雪
作
業
で
大
活
躍

暖
冬
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
八
年
に
な
る
と
仙
台
で
も

大
雪
が
降
り
ま
し
た
。
一
月
二
十
四

日
（
日
）
と
三
十
日
（
土
）
に
は
、

八
軒
中
学
校
野
球
部
が
、
南
材
木
町

小
学
校
や
河
原
町
郵
便
局
前
の
歩
道
、

河
原
町
商
店
街
周
辺
の
雪
か
き
を
し

ま
し
た
。
八
軒
中
学
校
で
は
、
各
部

活
動
が
学
校
周
辺
の
除
雪
作
業
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の

活
動
の
一
つ
で
す
。

今
年
は
、
平
日
は
サ
ッ
カ
ー
部
、

陸
上
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、

環
境
整
美
委
員
会
が
、
休
日
は
野
球

部
の
ほ
か
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
吹
奏
楽
部
が
学
校

周
辺
の
通
学
路
の
雪
か
き
を
し
て
い

ま
す
。同

期
が
集
え
ば
（
三
）

第
四
十
一
回
生
（
昭
和
六
十
三
年
卒
）

八
軒
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
四

半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
た
一
昨
年
八
月

に
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
五
十
七
名
が
出
席
し
て
、
初
め

て
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
十
一
月
二
十
一
日
に
仙

台
駅
東
口
の
某
居
酒
屋
に
有
志
で
集

ま
り
ま
し
た
。
お
よ
そ
四
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

（
今
野

一
弘
）

※

掲
載
に
当
た
り
執
筆
者
の
敬
称

は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
私
の
八
軒
時
代
」

第
一
集
、
第
二
集
は
ま
だ
在
庫
が

あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記

に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①

郵
送
ご
希
望
の
場
合

送
料
込
み
で
一
冊
五
百
円
以
上
の

厚
志
を
郵
便
振
替
に
て
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
手
数
料
は
ご
負
担
く
だ
さ

い
。郵

便
振
替
口
座

1
8
1
7
0
-
4
0
5
6
0
5
4
1

加
入
者
名

「
私
の
八
軒
時
代
」
編
纂
委
員
会

②

電
話
申
込

佐
藤

徳
子
ま
で

〇
二
二H

｣

二
二
三H

｣

三
四
三
五

八
軒
つ
う
し
ん
第
十
一
号

発
行
日

平
成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年

三
月
五
日
発
行

発
行
者

八
軒
中
同
窓
会
事
務
局

〒
九
八
四❘

〇
八
二
七

 
 

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉

字
八
軒
小
路
九❘

一

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
気
付

同
期
会
、
同
級
会
、
幹
事
会

等
の
開
催
情
報
募
集
中‼


